
中学校の国語科の先生方へ

今年の高校入試の分析からこんなことがわかりました！

合格者の国語の平均点は、５８．３点

☆正答率 (※)が高かったのは、〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕、

登場人物の言動の意味を考えて選択肢の中から解答する問題です。特に「訓読

の仕方」「漢字の書き」の問題では、基礎的・基本的な言語事項の定着が図ら

れています！

特徴的な問題を見てみましょう！

＜ねらい＞
この問題は、批評文という形態に応じて

書いた文章を読み返し、文章全体を整える
力をみる問題でした。

＜分析＞
正答率は42.7％でした。課題としては、

説得力のある批評文にするという推敲の目
的、主張と根拠にあたる各付箋の役割、奈
月さんの考えや論理の展開が理解できてい
ないこと、複数の資料から情報を取り出し、
適切に引用しながら、条件に沿って書き直
せていないことなどが考えられます。

＜提案＞
日常の指導では、書いた文章を、論理の

展開や表現の仕方について相互評価し、助
言し合い、生徒自身が気付いて修正するな
どの交流の工夫も必要です。自分の考えを
広げ、よりよい表現になるよう文章全体を
整え直す機会の設定も大切です。
批評文を書くことと、批評する活動は両

輪であり、自分の判断や価値の理由、根拠
を明確に示す指導が重要です。説得力を高
めるには、選んだ資料が考えの根拠として
適切かどうか、資料と自分の考えとの関係
について補足できているか、評価しながら
進めるなどの工夫も必要です。

「分かる！・できる！」まで教えよう！(授業改善のkeyword)

各問いの出題内容・ねらい及び正答率は裏面をご覧ください！

詳しい分析は、報告書や県教育研修センターのＨＰを見てください！

(※)正答率については、合格者４,０５５人の中から、無作為に抽出した
６３０人(15.5％)分のデータです。
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